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株主各位
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　 証券コード　7219

　 平成25年11月13日

株 主 各 位　

　 　 静 岡 県 富 士 宮 市 上 井 出 2 2 6 6 番 地

　 　 株 式 会 社 エ ッ チ ・ ケ ー ・ エ ス

　 　 代表取締役社長 長谷川　浩　之

第40期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、当社第40期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、
ご出席くださいますようご通知申し上げます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成25年11月27日（水曜日）
午後５時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 平成25年11月28日（木曜日）午前10時
２．場 所 静岡県富士宮市北山7181番地
　 　 当社本社工場４号棟３階会議室
３．目的事項 　

　報告事項 １．第40期（平成24年９月１日から平成25年８月31日まで）
　 　 事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役

会の連結計算書類監査結果報告の件
　 　 ２．第40期（平成24年９月１日から平成25年８月31日まで）
　 　 計算書類報告の件

　決議事項 　
　第１号議案 剰余金処分の件
　第２号議案 取締役４名選任の件

以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申し上げます。
本招集のご通知に際して提供すべき書類のうち、「業務の適正を確保するため

の体制」「連結計算書類の連結注記表」「計算書類の個別注記表」につきまして
は当社ウェブサイト（http://www.hks-power.co.jp/)に掲載しておりますので、
本添付書類には記載しておりません。　
なお、株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生

じた場合には、インターネット上の当社ウェブサイト（http：//www.hks-
power.co.jp/）に掲載させていただきます。
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（添付書類）
　

事業報告

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

　

１．企業集団の現況

(1) 当連結会計年度の事業の状況

①　事業の経過および成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、昨年12月の政権交代によるアベ

ノミクスの始動から４月の日銀による異次元緩和策の導入へと進むにつれ

円安・株高が出現し、ついに４～６月期のＧＤＰは実質3.8％（年率）の伸

びを記録するという、リーマンショック以降の停滞からの大きな転換点と

なった時期といえます。

　当社が主とする事業領域であります自動車のアフターマーケットは、久

方ぶりの手頃なスポーツカーがトヨタ86、富士重工のBRZと発売されたこと

から、長期低落傾向に一応歯止めがかかった状況で、サスペンションを中

心に、当連結会計年度の後半からはライトなエンジン・チューニング商材

「フラッシュエディター」の投入もあって販売は好調に推移し、アフター

パーツ全体の売上高は前連結会計年度を上回ることができました。

　また、次の事業の柱とすべくNGV（Natural Gas Vehicle）事業に注力し

ておりますが、ディーゼルエンジンを天然ガスエンジンに改造する事業は、

第２四半期までは大きく進展をみせていましたが、第３四半期以降は市場

クレームへの対応から中断を余儀なくされています。仕向地の天然ガス成

分がバラついておりその対策と開発が喫緊の課題となっています。一方ガ

ソリン車を天然ガスでも走れるようにするBi-Fuel事業は順調に伸びており

ます。

　この結果、当連結会計年度における連結売上高は7,253百万円（前期比

9.6％増）となりました。損益面では、売上高が伸長したことから営業利益

は297百万円（前期比276百万円増）、経常利益は為替が円安に進んだこと

から為替差益を中心に502百万円（前期比487百万円増）となりました。

　また特別損失として、遊休土地の減損損失127百万円、HKS USA,INC.等の

清算に係る為替換算調整勘定の取崩による子会社清算損31百万円を計上し

たこと等により、当期純利益は188百万円（前期比185百万円増）となりま

した。
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②　設備投資の状況

　当連結会計年度において実施した企業集団の設備投資額は472百万円であ

り、その主なものは、当社および日生工業㈱における自動車部品の生産・

加工設備の増強・更新、および当社における排気ガス測定装置関連設備の

取得ならびに新製品開発に伴う金型取得等であります。なお、その所要資

金は自己資金および銀行借入でまかなっております。

　

③　資金調達の状況

　当連結会計年度において設備投資に必要な資金、その他所要資金は銀行

借入および手許資金によって充当しております。また、当連結会計年度に

おいて募集株式発行および社債発行等の資金調達は行っておりません。

　

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　該当事項はありません。

　

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。

　

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承

継の状況

　該当事項はありません。

　

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状

況

　該当事項はありません。　
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(2) 直前３事業年度の財産および損益の状況

項　目
第 37 期

平成22年８月期
第 38 期

平成23年８月期
第 39 期

平成24年８月期
第 40 期

平成25年８月期

売 上 高 (百万円) 5,525 5,796 6,618 7,253

経 常 利 益 (百万円) － 131 14 502

経 常 損 失 (百万円) 9 － － －

当 期 純 利 益 (百万円) － 58 3 188

当 期 純 損 失 (百万円) 17 － － －

１株当たり当期純利益 （円） － 12.98 0.72 47.08

１株当たり当期純損失 （円） 3.74 － － －

純 資 産 (百万円) 7,897 7,789 7,599 7,877

１株当たり純資産額 （円） 1,714.47 1,790.86 1,875.45 1,966.20

総 資 産 (百万円) 9,468 9,218 9,213 10,529

（注）１株当たり当期純利益および１株当たり当期純損失は、期中平均発行済株式数（自己株式

数を控除した株式数）により算出しております。　
　

(3) 重要な親会社および子会社の状況

①　親会社との関係

　該当事項はありません。
　

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

HKS EUROPE LIMITED
千英ポンド

573
100.0 自 動 車 関 連 部 品 の 販 売

HKS(Thailand)Co.,Ltd.
（注）１、２

千タイバーツ
8,000

49.0
［51.0］

自 動 車 関 連 部 品 の 販 売

HKS-IT Co.,Ltd.
千タイバーツ

120,000
100.0 自 動 車 関 連 部 品 の 製 造 ・ 販 売

艾馳楷（上海）貿易有限公司
千円

30,000
100.0 自 動 車 関 連 部 品 の 販 売

日生工業株式会社
千円

50,000
100.0 自 動 車 関 連 部 品 の 加 工

株式会社エッチ・ケー・エス
テクニカルファクトリー

千円
40,000

100.0 自 動 車 関 連 部 品 の 販 売

（注）１．議決権の所有割合の［　］内は、緊密な者または同意している者の所有割合で外数と

なっております。

２．持分は100分の50以下でありますが、実質的に支配しているため子会社としたものであ

ります。

３．HKS USA,INC.、LIFECARE MOBILITY,INC.および株式会社エッチ・ケー・エス アビエー

ションは、当連結会計年度において清算いたしました。

４．艾馳楷（上海）貿易有限公司は当連結会計年度において設立いたしました。　　
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(4) 対処すべき課題

当社グループは、「アフターパーツ業界ナンバー１」を目指し、その事業

基盤をより強固なものにすべく各種施策を展開してまいります。

　

主な課題および施策は次のとおりであります。

①　収益重視の経営体質

得られる売上で、最大の利益を追求することを経営の最重要課題と認識

し、生産性の向上と営業費用の低減を進め収益力の向上を目指します。

第41期はＣＮＧ、スーパーチャージャー、制振ダンパー等の新事業を収

益の柱とすることを目標とします。　

②　海外展開と開発スピード

世界各国のマーケティングを強化し、更に開発スピードの向上を図り、

各国のユーザーニーズに合わせた商品をタイムリーに提供できる体制を強

化します。

第41期は特にＵＳＡ市場の拡大を目標とします。

③　品質

お客様に信頼される品質保証体制の確立に向け、グループ全体でのＩＳ

Ｏ継続維持および改善を目指します。

業務フローを明確化および標準化すること、お客様からのクレームを前

年比30％減にすること、および適切なクレームへの初期対応を行うことを

目標とします。　

　

(5) 主要な事業内容（平成25年８月31日現在）

当社グループは、アフターマーケット向け自動車部品および軽量小型エン

ジン等の製造および販売を行っております。

主要な品目は、次のとおりであります。

区 分 主 要 品 目

自 動 車 部 品
マフラー、電子関連製品、ターボ関連製品、サスペンション関
連製品、用品関連製品、エンジン関連製品、ＮＧＶ関連製品等

軽 量 小 型 エ ン ジ ン 軽量小型飛行機用エンジン
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(6) 主要な営業所および工場（平成25年８月31日現在）

当社

本社：静岡県富士宮市上井出2266番地

工場：本社工場（富士宮市）、富士宮工場

営業所：東京（埼玉県戸田市）、名古屋、大阪（箕面
市）

サービスセンター：テクニカルファクトリー札幌

HKS EUROPE LIMITED 英国ケンブリッジシャー州

HKS(Thailand)Co.,Ltd. タイ国サムットプラカーン県

HKS-IT Co.,Ltd. タイ国サムットプラカーン県

艾馳楷（上海）貿易有限公司 中国上海市

日生工業株式会社 埼玉県本庄市

株式会社エッチ・ケー・エス
テクニカルファクトリー

埼玉県戸田市

　

(7) 使用人の状況（平成25年８月31日現在）

①　企業集団の使用人の状況

使用人数（名） 前連結会計年度末比増減（名）

298（52） ５（９）

　　（注)使用人数は就業員数であり、パートおよびアルバイトは（　）内に年間の平均人員を外

数で記載しております。

　 　  　

　　②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 （ 名 ） 前期末比増減（名） 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

213（43） ０（５） 39歳０ヶ月 14年７ヶ月

　　（注)使用人数は就業員数であり、パートおよびアルバイトは（　）内に年間の平均人員を外

数で記載しております。

　

(8) 主要な借入先の状況（平成25年８月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 静 岡 銀 行 509百万円

株 式 会 社 山 梨 中 央 銀 行 100百万円

　　

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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２．会社の状況

(1) 株式の状況（平成25年８月31日現在）

①　発行可能株式総数 19,562,000株

②　発行済株式の総数 4,341,000株

③　株主数 508名

④　大株主（上位10名）

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

長 谷 川 　 浩 　 之 1,818千株 45.5％

株 式 会 社 静 岡 銀 行
（常任代理人　日本マスタート
ラスト信託銀行株式会社）

190    4.8  

東京海上日動火災保険株式会社 135    3.4  

株 式 会 社 山 梨 中 央 銀 行 130    3.3  

Ｈ Ｋ Ｓ 従 業 員 持 株 会 114    2.9  

静 岡 キ ャ ピ タ ル 株 式 会 社 98    2.5  

山 本 　 衛 93    2.3  

北 川 五 一 90    2.3  

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 84    2.1  

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４）

79    2.0  

　（注）１．当社は自己株式341,714株を所有しておりますが、上記大株主からは除外しておりま

す。

　　　　２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

　

(2) 新株予約権等の状況

①　当事業年度において当社役員が保有している職務執行の対価として交付

された新株予約権の状況

　該当事項はありません。

　

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約

権の状況

　該当事項はありません。
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(3) 会社役員の状況

①　取締役および監査役の状況（平成25年８月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 長 谷 川 　 浩 　 之

HKS EUROPE LIMITED取締役社長
HKS(Thailand)Co.,Ltd.取締役社長
HKS SP Ltd.取締役社長
HKS-IT Co.,Ltd.取締役社長
艾馳楷（上海）貿易有限公司董事長
日生工業株式会社代表取締役社長
株式会社エッチ･ケー･エス　テクニカルファ
クトリー代表取締役社長

常 務 取 締 役 石 川 敏 明 社長室長兼管理部長

取 締 役 赤 池 龍 記 製造部長

取 締 役 水 口 大 輔 ＣＮＧ開発部長

常 勤 監 査 役 北 根 幸 道 　

監 査 役 植 松 敏 光 　

監 査 役 山 本 昭 明
株式会社山本ブランドデザイン研究所
代表取締役社長

（注）１．常勤監査役 北根幸道氏、監査役 植松敏光氏および山本昭明氏は社外監査役でありま

す。　

２．監査役 植松敏光氏は東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じる

おそれのない独立役員であります。 　

 　

②　事業年度中に退任した取締役および監査役の状況　

氏 名 退 任 日 退 任 事 由
退任時の地位・担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

河 野 誠 平成24年11月29日 任 期 満 了 監 査 役
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③　取締役および監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ４名 57百万円

監 査 役
（うち社外監査役）

４名
（４名）

５百万円
（５百万円）

合 計 ８名 62百万円

（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

２．支給額には、当事業年度に計上した役員退職慰労引当額を含めております。

３．取締役の報酬限度額は、平成８年11月26日開催の定時株主総会決議において年額204百

万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

４．監査役の報酬限度額は、平成８年11月26日開催の定時株主総会決議において年額36百

万円以内と決議いただいております。

５．上記の他、平成24年11月29日開催の定時株主総会決議に基づき、役員退職慰労金を下

記のとおり支給しております。

　　　退任取締役　１名　　4百万円

　　　退任監査役　１名　　0百万円　

　　なお、上記金額は、過年度の事業報告において役員の報酬等の総額に含めた退職慰労

引当金の繰入額４百万円であります。

　

④　社外役員に関する事項

イ．他の法人等の重要な兼職状況および当社と当該他の法人等との関係

監査役 山本昭明氏が代表取締役を務める株式会社山本ブランドデザイ

ン研究所と当社との間に、コンサルタント業務契約を締結しておりま

す。

ロ．当事業年度における主な活動状況

　 活動状況

常　勤
監査役

北 根 幸 道

当事業年度に開催された取締役会15回全てに出席し、監査役会

12回全てに出席いたしました。企業経営に関しての幅広い経験

から、取締役会および監査役会の意思決定の妥当性・適正性を

確保するため助言・提言を行っております。　

監査役 植 松 敏 光

当事業年度に開催された取締役会15回全てに出席し、監査役会

12回全てに出席いたしました。企業経営に関しての幅広い経験

から、取締役会および監査役会の意思決定の妥当性・適正性を

確保するため助言・提言を行っております。　

監査役 山 本 昭 明

平成24年11月29日就任後、当事業年度に開催された取締役会12

回中11回に出席し、監査役会９回中８回に出席いたしました。

企業経営に関しての幅広い経験から、取締役会および監査役会

の意思決定の妥当性・適正性を確保するため助言・提言を行っ

ております。
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ハ．責任限定契約の内容の概要

当社と各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該

契約に基づく賠償責任限度額は、法令に定める最低責任限度額となっ

ております。

　

(4) 会計監査人の状況

①　名称 芙蓉監査法人

　

②　報酬等の額

　 支　払　額

イ．会計監査人の報酬等の額 19百万円

ロ．会社および子会社が支払うべき金銭等の合計額 19百万円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に

基づく監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記

イ.の金額にはこれらの合計額を記載しております。

　

③　会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項に定める項目に該当する

と認められる場合は、監査役全員の同意により、会計監査人を解任いたし

ます。

　また、当社は、会計監査人が職務を適正に遂行することが困難と認めら

れる場合には、監査役会の同意または請求により、会計監査人の解任また

は不再任に関する議案を株主総会に提出いたします。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成25年８月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

有 価 証 券

製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

(5,892,873)

2,463,068

1,050,223

300,000

1,040,419

195,057

636,530

115,661

104,628

△12,716

(4,637,020)

(4,034,796)

1,363,375

705,840

1,803,112

61,060

101,408

(78,704)

78,704

(523,520)

329,603

36,015

103,661

94,142

△39,903

流 動 負 債 (1,699,823)

支払手形及び買掛金 716,146

短 期 借 入 金 42,390

未 払 法 人 税 等 68,519

賞 与 引 当 金 77,055

そ の 他 795,712

固 定 負 債 (952,492)

長 期 借 入 金 582,000

繰 延 税 金 負 債 25,032

退 職 給 付 引 当 金 219,166

役員退職慰労引当金 121,379

資 産 除 去 債 務 4,270

そ の 他 643

負 債 合 計 2,652,315

純 資 産 の 部

株 主 資 本 (7,907,382)

資 本 金 878,750

資 本 剰 余 金 963,000

利 益 剰 余 金 6,218,435

自 己 株 式 △152,802

その他の包括利益累計額 (△43,948)

その他有価証券評価差額金 19,344

為替換算調整勘定 △63,293

少 数 株 主 持 分 (14,144)

純 資 産 合 計 7,877,578

資 産 合 計 10,529,894 負 債 ・ 純 資 産 合 計 10,529,894
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連 結 損 益 計 算 書

(平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで)

　 　 （単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　 7,253,537

売 上 原 価 　 4,751,958

売 上 総 利 益 　 2,501,578

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 2,203,643

営 業 利 益 　 297,935

営 業 外 収 益 　 211,902

受 取 利 息 配 当 金 7,041 　

為 替 差 益 175,271 　

受 取 賃 貸 料 4,048 　

ス ク ラ ッ プ 売 却 益 7,417 　

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 4,907 　

そ の 他 13,217 　

営 業 外 費 用 　 7,510

支 払 利 息 3,134 　

そ の 他 4,375 　

経 常 利 益 　 502,327

特 別 利 益 　 6,107

固 定 資 産 売 却 益 1,546 　

投 資 有 価 証 券 売 却 益 4,561 　

特 別 損 失 　 164,247

固 定 資 産 売 却 損 368 　

固 定 資 産 除 却 損 5,355 　

減 損 損 失 127,070 　

子 会 社 清 算 損 31,453 　

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 　 344,188

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 94,352 　

法 人 税 等 調 整 額 53,556 147,909

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 　 196,278

少 数 株 主 利 益 　 7,436

当 期 純 利 益 　 188,842
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連結株主資本等変動計算書

( 平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで )

（単位：千円）

　
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

平成24年９月１日残高 878,750 963,000 6,070,086 △127,748 7,784,088

当連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

剰 余 金 の 配 当 　 　 △40,493 　 △40,493

当 期 純 利 益 　 　 188,842 　 188,842

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 △25,054 △25,054

株主資本以外の項目の当連結会計
年 度 中 の 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 　 　

当連結会計年度中の変動額合計 － － 148,349 △25,054 123,294

平成25年８月31日残高 878,750 963,000 6,218,435 △152,802 7,907,382

　

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価差額金 為替換算調整勘定

その他の包括利益
累計額合計

平成24年９月１日残高 8,044 △197,736 △189,692 4,794 7,599,190

当連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 △40,493

当 期 純 利 益 　 　 　 　 188,842

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 　 △25,054

株主資本以外の項目の当連結会計
年 度 中 の 変 動 額 ( 純 額 )

11,300 134,443 145,743 9,349 155,093

当連結会計年度中の変動額合計 11,300 134,443 145,743 9,349 278,388

平成25年８月31日残高 19,344 △63,293 △43,948 14,144 7,877,578
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貸　借　対　照　表
（平成25年８月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

有 価 証 券

製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

破 産 債 権 等

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

(4,985,375)

1,676,123

87,918

1,075,276

300,000

813,044

142,608

579,729

23,419

72,926

177,904

47,119

△10,695

(4,941,989)

(3,548,132)

989,571

262,157

393,289

23,878

48,204

1,764,372

60,360

6,297

(73,209)

53,827

12,646

6,735

(1,320,647)

326,163

807,614

91,415

12,659

27,251

87,101

34,162

△65,721

流 動 負 債 (1,515,799)

支 払 手 形 54,094

営 業 外 支 払 手 形 199,892

買 掛 金 585,296

１年内返済予定長期借入金 35,630

未 払 金 329,840

未 払 費 用 20,176

未 払 法 人 税 等 37,164

未 払 消 費 税 等 21,673

前 受 金 7,167

預 り 金 165,653

賞 与 引 当 金 59,209

固 定 負 債 (922,126)

長 期 借 入 金 579,960

退 職 給 付 引 当 金 219,166

役員退職慰労引当金 118,730

資 産 除 去 債 務 4,270

負 債 合 計 2,437,926

純 資 産 の 部

株 主 資 本 (7,470,613)

資 本 金 (878,750)

資 本 剰 余 金 (963,000)

資 本 準 備 金 963,000

利 益 剰 余 金 (5,781,666)

利 益 準 備 金 42,187

そ の 他 利 益 剰 余 金 (5,739,479)

別 途 積 立 金 5,439,000

繰 越 利 益 剰 余 金 300,479

自 己 株 式 (△152,802)

評 価 ・ 換 算 差 額 等 (18,825)

その他有価証券評価差額金 18,825

純 資 産 合 計 7,489,439

資 産 合 計 9,927,365 負 債 ・ 純 資 産 合 計 9,927,365
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損　益　計　算　書

( 平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで )

　 　 （単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　 5,864,546

売 上 原 価 　 3,666,758

売 上 総 利 益 　 2,197,788

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 1,901,068

営 業 利 益 　 296,720

営 業 外 収 益 　 136,003

受 取 利 息 配 当 金 35,091 　

有 価 証 券 利 息 348 　

為 替 差 益 72,656 　

受 取 賃 貸 料 2,442 　

受 取 事 務 手 数 料 6,807 　

ス ク ラ ッ プ 売 却 益 6,583 　

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 1,415 　

雑 収 入 10,658 　

営 業 外 費 用 　 4,338

支 払 利 息 2,406 　

雑 損 失 1,932 　

経 常 利 益 　 428,385

特 別 利 益  68,408

固 定 資 産 売 却 益 1,058 　

投 資 有 価 証 券 売 却 益 4,561 　

子 会 社 清 算 益 62,788 　

特 別 損 失 　 143,774

固 定 資 産 売 却 損 30 　

固 定 資 産 除 却 損 3,375 　

減 損 損 失 127,070 　

子 会 社 清 算 損 13,298 　

税 引 前 当 期 純 利 益 　 353,019

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 61,272 　

法 人 税 等 調 整 額 48,541 109,813

当 期 純 利 益 　 243,205
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株主資本等変動計算書

( 平成24年９月１日から
平成25年８月31日まで )

（単位：千円）

　

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
資本剰余金
合　　　計

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

平成24年９月１日残高 878,750 963,000 963,000 42,187 5,439,000 97,767 5,578,954

当事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 　 △40,493 △40,493

当 期 純 利 益 　 　 　 　 　 243,205 243,205

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目の事業年
度 中 の 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 　 　 　 　

当事業年度中の変動額合計 － － － － － 202,711 202,711

平成25年８月31日残高 878,750 963,000 963,000 42,187 5,439,000 300,479 5,781,666

 
株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計
自 己 株 式 株 主 資 本 合 計 そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 評価・換算差額等合計

平成24年９月１日残高 △127,748 7,292,956 7,275 7,275 7,300,231

当事業年度中の変動額 　 　 　 　  

剰 余 金 の 配 当 　 △40,493 　 　 △40,493

当 期 純 利 益 　 243,205 　 　 243,205

自己株式の取得 △25,054 △25,054 　 　 △25,054

株主資本以外の項目の事業年
度 中 の 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 11,549 11,549 11,549

当事業年度中の変動額合計 △25,054 177,657 11,549 11,549 189,207

平成25年８月31日残高 △152,802 7,470,613 18,825 18,825 7,489,439
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連結計算書類に係る会計監査報告

　

　
独立監査人の監査報告書

　

　 平成25年10月11日　

　
株式会社エッチ・ケー・エス

取 締 役 会 　 御 中
　

　

芙蓉監査法人
指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 大塚　高徳 

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鈴木　　潤 
　

　
　

　

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社エッチ・ケー・エスの平成
24年9月1日から平成25年8月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制
を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ
れに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有
効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関
連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法
並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討
することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、株式会社エッチ・ケー・エス及び連結子会社からなる企業集団の当
該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

 

　 以上 　
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計算書類に係る会計監査報告

 

　
独立監査人の監査報告書

　

　 平成25年10月11日　

　
株式会社エッチ・ケー・エス

取 締 役 会 　 御 中
　

　

芙蓉監査法人
指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 大塚　高徳 

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鈴木　　潤 
　

　
　

　

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社エッチ・ケー・エスの
平成24年9月1日から平成25年8月31日までの第40期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査
を行った。
　
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬
による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経
営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及
びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般
に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に
計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計
算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。
監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類
及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、
経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

 

　 以上 　
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監査役会の監査報告

　 監　査　報　告　書 　

　 当監査役会は、平成24年９月１日から平成25年８月31日までの第40期事業年度の取締役の

職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を

作成し、以下のとおり報告いたします。

　

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果

について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報

告を受け、必要に応じて説明を求めました。

各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等

に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査

の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人

等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書

類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。

また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確

保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法

施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当

該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等

からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意

見を表明いたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び

情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づ

き、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視

及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に

応じて説明を求めました。また会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保

するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基

準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要

に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対

照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連

結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記

表）について検討いたしました。

　

　 　



2013/10/31 9:36:05 ／ 13955273_株式会社エッチ・ケー・エス_招集通知

監査役会の監査報告

－ 20 －

　２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して

いるものと認めます。

二　取締役の職務執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実

は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当

該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、

指摘すべき事項は認められません。

　

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果　

　　会計監査人芙蓉監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　

(3) 連結計算書類の監査結果　

　　会計監査人芙蓉監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
　

　

　　平成25年10月18日 　

　 株式会社エッチ・ケー・エス　監査役会 　

　

常勤監査役 北 根 幸 道 

監　査　役 植 松 敏 光 

監　査　役 山 本 昭 明 

　

　（注）監査役 北根幸道、植松敏光及び山本昭明は、社外監査役であります。 　

以　上
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株主総会参考書類

　

議案および参考事項

　

第１号議案　剰余金処分の件

　当社は、継続的な安定配当を重視するとともに、長期安定的な経営基盤の確

立に向けて、内部留保を充実させることを基本的な考え方としております。

　上記の方針に基づき第40期の期末配当につきましては、以下のとおりといた

したいと存じます。

　なお、当社は平成25年10月３日をもちまして創立40周年を迎えることができ

ました。これはひとえに株主の皆様のご支援のおかげであると感謝いたします

とともに、記念配当として１株当たり５円を普通配当10円に加え、期末配当と

して15円といたしたいと存じます。

　

期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

金銭といたします。

(2) 配当財産の割当に関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金15円 総額　59,989,290円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

平成25年11月29日
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第２号議案　取締役４名選任の件　

　取締役長谷川浩之、石川敏明および赤池龍記の各氏が、本総会終結の時をも

って任期満了となります。また、経営体制の強化を図るため取締役１名を増員

することとし、取締役４名の選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号
氏 名
( 生 年 月 日 )

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
株 式 数

１
は

長
せ

谷
がわ

川　
ひろ

浩　
ゆき

之
(昭和21年４月20日)

昭和48年10月

昭和55年１月

昭和56年５月

平成12年５月

 

平成23年８月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

平成24年９月　

　

当社取締役

当社代表取締役

当社代表取締役社長（現任）

日生工業株式会社代表取締役

社長（現任）

HKS EUROPE LIMITED取締役社

長（現任）

HKS(Thailand)Co.,Ltd.取締

役社長（現任）

HKS SP Ltd.取締役社長（現

任）

HKS-IT Co.,Ltd.取締役社長

(現任)

株式会社エッチ･ケー･エス　

テクニカルファクトリー代表

取締役社長（現任）

艾馳楷（上海）貿易有限公司

董事長（現任）

1,818,900株

２
いし

石
かわ

川
とし

敏
あき

明
(昭和26年２月16日)

平成18年12月

平成19年10月

　

平成20年11月

平成22年11月

当社入社

当社社長室長兼管理部長（現

任）

当社取締役

当社常務取締役（現任）

4,000株
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候補者番号
氏 名
( 生 年 月 日 )

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
株 式 数

３
あか

赤
いけ

池
りゅう

龍
き

記
(昭和37年２月24日)

昭和60年５月

平成９年４月

平成９年11月

平成19年１月

平成20年３月

平成21年11月

平成22年１月

当社入社

当社マフラー事業部長

当社取締役

当社製造管理部長

当社機械加工部長

当社取締役（現任）

当社製造部長（現任）

28,000株

※
４

かわ

川
きた

北
しん

真
や

也
(昭和46年12月27日)

平成12年５月

平成22年11月

当社入社

当社営業部長（現任）　
1,000株

（注）１.※印は、新任の取締役候補者であります。

　　　２.取締役候補者長谷川浩之氏と当社との間に土地・建物の賃貸関係があります。

　　　３.その他の取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

　以　　上　　
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地図

株主総会会場ご案内図
　

会場：静岡県富士宮市北山7181番地

株式会社エッチ・ケー・エス　本社工場４号棟３階会議室

TEL 0544－29－1111

至 精進湖・河口湖ＩＣ
　 朝霧高原

至 ＪＲ富士宮駅

至 白糸滝

至 朝霧高原

出光

ファミリーマート シェル

㈱エッチ・ケー・エス
富士宮工場

至 ナショナル
　 カントリークラブ

㈱エッチ・ケー・エス
本社工場

エネオス

ＨＫＳ看板あり

至 富士山スカイライン

アマダ

Ｒ139
(富士宮バイパス)

至 富士ＩＣ

上井出ＩＣ

セブンイレブン

・交通
ＪＲ身延線　　　　富士宮駅下車　タクシーにて約25分
ＪＲ東海道新幹線　新富士駅下車　タクシーにて約45分

東名高速道路　富士ＩＣより
西富士道路経由～富士宮バイパス上井出ＩＣ下車　約30分

新東名高速道路　新富士ＩＣより
西富士道路経由～富士宮バイパス上井出ＩＣ下車　約25分
　




